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高瀬湖だよりに関する
問い合わせ先

「森と湖に親しむ旬間」
統一 シンボルマーク

国土交通省及び林野庁は、毎年7月21日から31日までを「森と湖に親しむ旬間」と定めています

水辺の教室(水生生物調査)魚(アマゴ)の放流ダム施設の見学

昨 年 度 の 様 子

７／２８（木）「森と湖に親しむ集い」が開催されます

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」と
は
、
み
な
さ
ん
が
森
林
や
湖
に
親
し

む
こ
と
に
よ
り
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森
林
や
ダ
ム

等
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

島
地
川
ダ
ム
で
も
、
小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象
と
し
た
「森
と

湖
に
親
し
む
集
い
（水
辺
の
教
室
や
魚
の
放
流
）及
び
ダ
ム
見
学
会
」

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
左
記
の
募
集
要
項

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
）又
、
ダ
ム
見
学
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の
期

間
中
を
問
わ
ず
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
の
中
の
温
度
は
年
間
を
通
し
て
概
ね
10
～
12℃

く
ら
い
で
、

暑
い
夏
に
は
、
天
然
の
ク
ー
ラ
ー
の
よ
う
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、

節
電
対
策
を
兼
ね
て
ダ
ム
見
学
を
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

ご
希
望
の
方
は
島
地
川
ダ
ム
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募募 集集 要要 項項

・日時：平成・日時：平成2323年年77月月2828日（木）日（木）99時時3030分～分～1212時時0000分分
（受付（受付99時時0000分～）分～）

・場所：周南市巣山・場所：周南市巣山 島地川ダム高瀬湖島地川ダム高瀬湖 湖畔湖畔
新平ヶ原公園新平ヶ原公園

・申し込み期限：平成・申し込み期限：平成2323年年77月月1919日（火）日（火）
・募集人員：親と子（小学生）・募集人員：親と子（小学生）4040組程度組程度((受け付け順受け付け順))
・申し込み、問い合わせ先：・申し込み、問い合わせ先：

周南市新南陽総合支所周南市新南陽総合支所 産業土木課産業土木課
℡℡ ０８３４ー６１－４１０８０８３４ー６１－４１０８

周南市鹿野総合支所周南市鹿野総合支所 産業土木課産業土木課
℡℡ ０８３４－６８－２３３５０８３４－６８－２３３５

・主催：島地川ダム周辺環境整備地区管理協議会・主催：島地川ダム周辺環境整備地区管理協議会

※※当日の午後からは自由参加行事として島地当日の午後からは自由参加行事として島地
川ダムの施設見学を予定しています。川ダムの施設見学を予定しています。

・日時：平成・日時：平成2323年年77月月2828日（木）日（木）
1313時時0000分～分～1515時時0000分分

ダム見学の申し込みは、当日の受付若しくダム見学の申し込みは、当日の受付若しく
は前日までに管理支所までご連絡下さい。は前日までに管理支所までご連絡下さい。



◆
◆

編
集
後
記

◆
◆

島地川ダム

防
府
市
立
松
崎
小
学
校
４
年
生
１

１
１
名
と
引
率
の
先
生
４
名
参
加
の

も
と
、
ダ
ム
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
普
段
は
静
か
な
島
地
川
ダ
ム
で

す
が
こ
の
日
ば
か
り
は
元
気
な
声
で

賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
見
学
会
で
は
展
望
広
場
、
展

示
室
を
は
じ
め
通
信
機
械
室
や
ダ
ム

制
御
室
、
日
頃
入
る
こ
と
が
出
来
な

い
ダ
ム
堤
体
内
や
ダ
ム
底
部
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
小
学
生
た
ち
の
好
奇

心
を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

又
、
す
る
ど
い
質
問
等
が
あ
り
回
答

に
困
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

見
学
を
終
え
た
小
学
生
か
ら
は

「
ダ
ム
か
ら
放
流
さ
れ
る
水
が
雪
の

よ
う
」
「
世
界
初
の
Ｒ
Ｃ
Ｄ
工
法
に

よ
る
ダ
ム
が
山
口
県
に
あ
る
の
は
し

ら
な
か
っ
た
」
な
ど
様
々
な
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

●
蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
規

則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
に
心
が
け
て
、
暑
い
夏
の
季
節
を
夏
バ

テ
せ
ず
に
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（H.T）

放
流
警
報
の
目
的

サイレンが聞こえたら・・・
・すみやかに川から出てください。
・川に入らないでください。

・
放
流
に
関
す
る
警
報
は
、
放
流
警
報
局
か
ら
ア

ナ
ウ
ン
ス
と
サ
イ
レ
ン(

疑
似
音)

で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
警
報
車
に
よ
る
巡
視
も
行
い
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
よ
り
下
流
河
川
の
水
位
が

急
激
に
上
昇
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
川

の
中
に
い
る
人
に
は
河
川
内
か
ら
の
退
避
、
ま
た

河
川
利
用
者
に
対
し
川
へ
近
づ
か
な
い
よ
う
注
意

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
又
、
周
南

市
の
島
地
川
沿
い
に
設
置
し
て
あ
る
警
報
所
か
ら

は
災
害
や
避
難
な
ど
の
情
報
も
放
送
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

＜放流警報局＞

＜放流警報案内標識＞＜放流警報案内補助標識＞

放
流
警
報
の
方
法

防
府
市
立
松
崎
小
学
校
４
年
生

ダ
ム
見
学
会
実
施

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
山
口
に
準
絶
滅

危
惧
種
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
」で
す
が
、
今
年
は
多
く
の
卵

を
目
撃
し
ま
し
た
。
又
、
ダ
ム
下
流
域
の

高
瀬
峡
で
は
、
絶
滅
危
惧Ⅱ

類
で
記
載

さ
れ
て
い
る
「ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」を
目
撃

す
る
な
ど
ダ
ム
周
辺
は
野
生
生
物
の
宝

庫
で
す
。
是
非
一
度
お
越
し
下
さ
い
。

モリアオガエルの卵塊

●
ワ
シ
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
、
毎
晩
父
と
一
緒
に

川
で
ほ
た
る
を
捕
ま
え
て
は
持
ち
帰
っ
て
お
っ
た

・
・
・
。
今
、
ザ
ン
ゲ
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
ー
る
★

（
大
人
に
な
っ
た
は
ぜ
ピ
ー
）


